
ホテイウオという標準和名は，頭が丸く腹がぷっくり

とふくらんでいるところが，七福神の布袋様に似ている

ことから付けられたが，北海道ではゴッコのほうが一般

的な呼び名である（吉田，2003）。ホテイウオは全道的に

分布するが，ホテイウオ専門の漁業が行われて地元中心

に流通していたのは，鹿部町から恵山岬を経て函館市に

至る沿岸で，他海域においては漁業者の自家消費などご

く一部で利用されていたに過ぎなかった。ところが，ゴッ

コ漁の本場である恵山町（現函館市恵山地区）で1996

年から冬場の観光イベントとして「ごっこ祭り」が開催

され，2000年以降インターネットの急速な普及とともに

一般への知名度が高まり，冬季の道南の味覚として札幌

地区の大型小売店でも商品化，販売されるようになった

（図1）。

こうした中，道南地区のホテイウオ漁に対する豊不漁

の問い合せなどが水産試験場に寄せられるようになった。

しかし，ホテイウオは水産試験場の調査研究対象となっ

ていないばかりか，北海道による漁獲統計収集の対象と

なっていないため，全道的な漁獲実態は不明である。

今回，「マリンネット北海道整備事業」（宇藤，2001）

の中で得られた市場水揚げデータを用いて，北海道にお

けるホテイウオの漁業実態を解析したので報告する。な

お，「マリンネット北海道」は，1990年代後半から2000

年代前半にかけて北海道によって導入・運用された，道

内の水産試験場と行政機関（水産林務部，支庁水産課，

水産技術普及指導所），漁業協同組合（以下漁協と略す）

をつなぐ情報ネットワークシステムである。

試料及び方法

マリンネット北海道のサブシステムである市場水揚げ

データ情報収集システムは，北海道内の各漁協において

オンライン登録された毎日の荷受け情報を集計するため

のデータベースシステムである。運用は1999年から2007

年中途まで行われた。そのため，暦年（1～12月）で扱え

るデータとして2000年から2006年に登録された魚種名が

ホテイウオ（あるいはゴッコ）のデータを抽出し，マイ
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ナス数値など誤登録と考えられたデータの削除・修正を

行った。さらに，2000年は登録件数が少ないこと，2006
年は平成年代の市町村及び漁協の合併により，集計単位

（特に水揚げ量の多い渡島の市町村の集計）が他年と異な

ることから解析から除外し，2001～2005年のデータを用
い，5年間の平均水揚げ量を算出して，漁業実態を明らか
にした。

なお，本報告の地区名称は，平成年代の市町村合併前

の市町村名と組織改編前の道の支庁名（現在の振興局と

区割りは同じ，ただし宗谷支庁には幌延町を含み，檜山

支庁には渡島総合振興局管内の現八雲町の旧熊石町を含

むこと，「網走」支庁管内が「オホーツク」総合振興局管

内であることに注意）を基本的に使用した。また，市場

水揚げデータ情報システムには水揚げ金額のデータも含

まれていることから，ホテイウオに関する支庁別・年別

の水揚げ金額と単価の資料（付表）を参考までに添付し

た。

結 果

2001～2005年にホテイウオの水揚げが記録された漁協
と市町村の位置を図2に示した。沿海支庁全てにおいてホ
テイウオの水揚げが認められた。特に，後志支庁，檜山

支庁，渡島支庁では大半の市町村で水揚げがあった。水

揚げ量の多い支庁は渡島支庁で，全道の90％（5年平均で
約300トン）を占め，次いで後志支庁が約5％（15～17
トン），檜山支庁が2％（7トン），根室支庁と宗谷支庁が
1％弱（2～3トン），残りの地域は600kg以下であった
（表1）。
全道における月別水揚げ量（表2）をみると，2月が年

間の53％（173トン）を占めて最も多く，次いで1月の28
％（92トン），3月の15％（48トン）の順であり，1～3
月で95％を占めた。一方5～11月の水揚げは少なく，1
％（1トン以下）に満たなかった。ただし，支庁別にみる
と水揚げが最も多い月は，渡島支庁では2月，後志支庁で
は1月，根室支庁では4月というように地域で傾向が異なっ

図2 ホテイウオの水揚げデータを使用した漁業協同組合（●印）の位置図（2001～2005年）
大文字：支庁名（現在の振興局），ただし宗谷には幌延町を檜山には現八雲町の旧熊石町を含む
小文字：平成の合併前の市町村名
●：漁業協同組合も基本的に平成の合併前の単協の位置を示す（ただし，個別のデータに分けられない場合は本
所のみ示した）
斜線部は水揚げ登録のあった市町村の区域を示す
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ていた。市町村別では，戸井町（139トン）が最も多く，
次いで南茅部町（95トン），恵山町（27トン），鹿部町
（23トン）であり，いずれも渡島支庁管内であった。
主要な漁業種類についてみると（表3），刺し網漁具に
よる水揚げが全道の89％を占め，定置網類が8％，その他
の自由漁業（恵山地区での伝統的な「かぎ取り漁」によ

る引っかけ漁法）が2％であった。
刺し網のうち「ほていうお刺し網漁業」を含む「その

他の刺し網（第2種共同漁業権）漁業」が83％（273トン）
を占めており，当該漁業によるホテイウオの水揚げは，

冬季に渡島沿岸において多かった。ホテイウオを専門に

漁獲している「ほていうお刺し網漁業」は渡島支庁の函

館市から鹿部町に沿った漁協にのみ許可されている第2
種共同漁業権漁業（2001～2005年で181～253件）であり，
許可件数はその他の魚種（ほっけ，めばる，かれい，は

たはた，たなご，ながずか等）を対象とした刺し網漁業

（第2種共同漁業権）の許可件数の半分以下となっている
（北海道渡島支庁，2003～2006）。しかし，渡島支庁のホ
テイウオ水揚げ動向を年別・地区別・漁業種類別に比較

してみると（表4），戸井町，恵山町，椴法華村及び南茅
部町の「その他刺し網」の水揚げの大部分は，伝票の扱

いなどの理由で，便宜的に「その他刺し網」の項に入力

されたもので，実際には「ほていうお刺し網」と見做し

て差し支えないことがわかる。ただし，鹿部町ではその

他刺し網の許可数が多く，ほていうお刺し網との区別は

できなかったので，鹿部町のデータを除いて「ほていう

お刺し網」と見做せる漁業の水揚げ量を合計すると，渡

島支庁の水揚げの80％を占めた。
全道的に広く行われている「かれい刺し網漁業」と「か

れい固定式刺し網漁業」による水揚げは5％（15トン）で
あり，冬季に水揚げは多いが，周年にわたっても漁獲さ

れている様子がうかがえた（表3）。
定置網類の中では，道南地区で行われている「かれい・

ひらめ底建網漁業」（7トン），全道的に広く行われている
底建網漁業（4トン）と主に道南地区のホッケ・ヒラメ・
カレイ・イカナゴ・イカなどを対象とする小型定置網で

の水揚げ（8トン）が比較的多く，冬季が中心であるが，
周年漁獲がみられた（表3）。また全道的には「さけ定置網
漁業」での水揚げがみられるほか，後志の「ほっけ・ま

ぐろ・さけ定置網漁業」のように地域的に許可されてい

る比較的沖合までカバーする漁具での水揚げがみられた。

「沖合底びき網漁業」は夏季の6～8月の3カ月の禁漁期
間を除き，水揚げがみられた（表3）。「えび桁びき漁業
（現えびこぎ漁業）」については，釧路支庁のみのデータ

であるが，休漁となる1～2月を除き，周年にわたって水
揚げがみられた（表3）。

珍しいところでは，ギンナンソウ，フノリやツブを対

象とした渡島支庁での冬季の採藻漁業や採貝漁業での水

揚げがみられた。特に恵山町では採藻漁業での事例が複

数みられた（表4）。渡島沿岸では冬季の岩場のごく波打
ち際でホテイウオの産卵行動が観察されている（Kyushin,
1975）ので，これら沿岸で行われる漁業においても採集
される可能性はある。その他，刺し網漁業，小型定置網

漁業や氷下待網漁業，そして「たこ空つり」，「たこ縄」，

「いかつり」，「うに桁びき」，「うに漁業」，「ちか地びき網

漁業」など様々な漁業での水揚げがみられた。

考 察

水揚げデータが得られた2001～2005年頃は，ホテイウ
オの知名度が高まっていく時期であり，専門の漁業があ

る道南地域を除けば，他の地域の漁業では混獲による漁

獲に過ぎず，しかも自家消費に回されるものが多かった

と考えられる。ここで，年間水揚げ量1トン未満の地域を
みると，石狩湾以北の日本海，オホーツク海および浜中

～室蘭市に至る太平洋および噴火湾北東部であり，沿岸

岩礁域が少なく砂浜域が広がる地域である。

ホテイウオは沿岸の岩礁域で産卵し，雄親が卵を保護

するが，その後親は（雌雄とも）死亡する。また，仔稚

魚は親と同様に吸盤に変化して吸着力のある腹鰭を持ち，

生育場所としてコンブなどの吸着面の広い海藻が繁茂す

る場を必要とする（本間，1957；Ueno, 1970; Kyushin,
1985；福島，1994）。したがってホテイウオにとって，砂
浜域は不適な海域と考えられ，これらの海域ではホテイ

ウオの分布自体が少ないと考えられる。渡島支庁以外で

量的にはさほどでないものの混獲が多いのは，比較的沖

合（水深も深い）まで漁獲の可能な漁具（沖合底びき網，

大型の定置網や底建網，マダラやヒラメなど生息・回遊

深度が深い魚種を対象にした目合の大きな刺し網）を用

いる漁業種類であった。このことも，索餌期は沖合の表

～中層に分布し（Yoshida and Yamaguchi, 1985），冬季の
産卵期に沿岸の岩礁地帯に来遊するホテイウオの生活史

と関連していると考えられる。知床・積丹半島周辺では，

ホテイウオはスポーツダイビングによる水中ウォッチン

グの対象魚種として近年人気があり（茂，2000），利尻・
礼文島ではトドの餌生物（加藤，1976），根室海峡ではゴ
マフアザラシの餌生物（Kato, 1982）としても重要である
ことが知られている。これらの情報や知見は，ホテイウ

オの分布が少なくないことを示唆するものであり，宗谷

支庁，後志支庁，根室支庁で年間水揚げ量が2トン以上と
比較的多かったことと整合性がある。

今回用いたデータによる水揚げの約9割を占める渡島支
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表4 渡島支庁管内の漁協別漁業種類別ホテイウオ漁獲量（kg），（2001～2005年のマリンネット市場水揚げデータ使用）
表中の網掛け部は，ほていうお刺し網（第2種共同漁業）による水揚げ及びほていうお刺し網と見做せるその他
刺し網（第2種共同漁業）を示す
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表4 （続き）
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庁においては，ホテイウオ専門の漁業があり，他の様々

な漁業でも，冬季には産卵のため沿岸漁場に移動したホ

テイウオが漁獲対象となっていることが明らかになった。

本報告では平均的な漁獲実態を市町村単位で把握する

ため，集計単位の異なる2006年のデータは除いたが，渡

島全体での2001～2006年の水揚げ量は200～600トンと大

きく変動しており，渡島支庁の水揚げ量は，この海域を

産卵場とするホテイウオの分布量や資源量の増減を反映

している可能性もある。したがって，少なくともホテイ

ウオ専門の漁業のある渡島支庁での水揚げ状況をモニタ

リングしていくことは重要と考えられる。

しかし，ホテイウオの生態に関しては，断片的な知見

があるだけで，回遊ルートや系群については調べられて

いないため，現状では資源予測や資源量推定などは困難

である。ノルウェーでは，ホテイウオと生態がよく似た

lumpsucker（Cyclopterus lumpus）に発信器を付けた調査が
行われており（三田村，2012），近年進歩の著しいバイオ

ロギングなどのITC技術を利用した調査研究の進展に期待

したい。
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に
ホ
テ
イ
ウ
オ
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
水
揚
げ
金
額
と
単
価
に
関
す
る
資
料
（
20
00
年
1月
～
20
06
年
12
月
），
デ
ー
タ
の
品
質
管
理

（
バ
グ
の
除
去
）
済
み
デ
ー
タ
使
用
，
支
庁
単
位
（
現
在
の
振
興
局
管
内
，
た
だ
し
宗
谷
に
は
幌
延
町
を
檜
山
に
は
現
八
雲
町
の
旧
熊
石
町
を
含
む
）

６８ 吉田英雄，三原行雄
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